
男子

9 ― 14

11 ― 20

13 ― 18

16 ― 6

審判名

背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ

ﾌｧｳﾙ 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ

ﾌｧｳﾙ

3 15 1 5 2 4 4 5 2 1 1

8 DNP 5 19 1 7 2

10 DNP 6 9 1 3 2

11 2 1 1 7 17 6 5 2

12 DNP 8 8 1 2 1

5 2 1 9 0 1

22 DNP 10 DNP

23 DNP 11 0

24 6 3 12 DNP

29 9 1 3 13 DNP

30 DNP 14 DNP

32 9 1 3 3 15 DNP

34 DNP 16 DNP

00 DNP

86 6 2

49 15 32 2 8 58 9 40 9 6

戦　　評

小竹森　悠斗

合　　　計 合　　　計

１Q　開始早々、１５秒ほどの間で、吉備＃４のレイアップ、サンブレイブス＃８６のスリーポイントシュートと得点が続いた。お互いに１on１を軸としたオフェ
ンスを展開するが、リングに嫌われる。半分が過ぎる時点で５対８と、ロースコアながらも吉備がリード。サンブレイブス＃３２のリバウンドシュート、吉備
＃７のフリースロー等で打ち合うが、両チームとも流れをつかむことができない我慢の展開。速攻からファウルをもらい、少しずつ加点していった吉備が１
４対９の５点差で１Q終了。

２Q　吉備＃６のリバウンドシュート、ブロックショットの活躍で、吉備に勢いがつくかと思われたが、サンブレイブスも＃３のエンドワンやミドルジャンパー
の連続得点で、簡単には主導権を渡さない。しかし、吉備＃５のポストプレー、＃７の速攻２連発で、１３対２６のダブルスコアに開いたところで、サンブレ
イブスがたまらずタイムアウト。タイムアウト直後にサンブレイブス＃８６のスリーポイントシュートが決まるが、すぐさま吉備＃５のミドルジャンパーが決ま
る、お互いに速攻を主体とした高速オフェンスを展開したが、ターンオーバー数とリバウンド保持率で、吉備が３４対２０の１４点リードを奪い、前半を終え
た。

３Q　両チームともデフェンスのインテンシティを上げており、点差も変わらないままの攻防が続く。サンブレイブス＃１１のリバウンドシュート、＃３のス
リーポイントシュートで流れを掴めるかと思われたが、吉備＃８のスリーポイントシュートが決まり、サンブレイブスにとっては我慢の時間が続いた。終盤
に連続得点した吉備がリードを広げ、５２対３３で３Qを終えた。

４Q　両チーム、インテンシティの高いディフェンスから、速攻に繋げたが、シュートミスやターンオーバーが続き、得点が硬直した。お互いにアウトサイド
シュートの試投が増え、単発なシュートの打ち合いとなった。サンブレイブス＃１１のアシストからの＃２９のゴール下シュートで得点が動いたが、吉備が
すぐさまレイアップを決めてたたみかけた。吉備は、メンバーチェンジを増やすことで、ディフェンスの強度を落とさず、最後まで引き締まったディフェンスを
遂行した。試合終盤にサンブレイブス＃２９のスリーポイントシュート、＃２４の速攻からの得点で点差をつめたが、終了のブザーは鳴った。前半に開い
た点差は縮められたが、５８対４９で吉備の勝利となった。

菱川　栞太 田島　遙人

佐藤　慧太 林　優羽

塩川　康桜

大野　新太 山本　望流

梶原　遙日 柏原　真斗

岡田　晴斗 岡本　葵

加納　大夢 林　葵翔

森田　耀介 木下　莉玖

澤谷　大翔 赤井　航大

梶井　真幸 川口　椋生

河原　誠史郎 西端　来八駒

佐野　晃大 知念　栄斗

選手名 選手名

河野　翔英 川口　恭生

丸濱　雅久 林　侑吾

ＣＣ 石川　貴基 Ｕ１ 森　裕司 Ｕ２ 川田　駿

会場名 六番川水の公園体育館 　（　Ａ　）コート

Sun Braves
                         （　岡山　） 49 58 有田川町立吉備中学校

                         （和歌山）

決勝記録戦評用紙

第３７回 西日本中学生バスケットボール交歓大会
日　　時 2023年12月28日（木） 決勝リーグ


